
令和6年11月2日　一般社団法人愛媛県介護支援専門員協会　ステップアップ研修　アンケート報告

認知症の人の意思決定支援～自らの意志に基づいた日常生活、社会生活が送れる支援体制を考える～

【回答者49名/参加者63名　回答率77.7％】

年齢

30代 3人

40代 14人

50代 20人

60代 12人

70代以上 0人

介護支援専門員としての勤続年数

5～9年 18人 （5年以下含）

10～14年 13人

15～19年 9人

20年以上 9人

地域

東予 34人

中予 7人

南予 8人

事業所

居宅介護支援事業所 42人

地域包括支援センター 5人

その他（施設等） 2人

愛媛県介護支援専門員協会への入会の有無

会員 43名

非会員 6名



今回の研修の感想

とても良い 32名

良い 17名

あまり良くない 0名

良くなかった 0名

上記、研修の感想の理由を教えてください。（49件の回答）

グループワークや意見交換に関する感想

・グループワーク（演習）が楽しかった　（2名）

・グループワークでいろいろな意見が聞けて勉強（参考）になった。（9名）

・いろいろな意見（話）が聞けてよかった。（3名）

・もう少し意見交換の時間があればよかったです。

・グループワークもいろいろな意見が飛び交いいい研修でした。

・自分にない意見が聞けてよかった。

・自分では気づけなかった視点などがあり良かったです。

・グループワークでは普段無意識にしていることを言語化し、グループで共有できた。

・理解を深めるため

講師や研修内容の評価

・先生が良かった

・講義がわかりやすく丁寧だった。よくわかった。勉強になった。（7名）

・事例など具体的でわかりやすかった

・興味深い内容だった

・ファシリテーターがいたのでわかりやすかった。

・資料とパワーポイントが合ってない箇所があった。

・もう少し事例に沿った意思決定支援が聞けたらよかったです。

認知症や意思決定支援についての学び

・意思決定は必ずしも一定ではなく、時間の経過や関わる人によって変化する事がとても分かり易く説明してくださり、意思決定が必要な

支援の際には役立てようと思います。

・認知症症状の方に対する考え方やアプローチの仕方を再度学べて良かった。

・認知症という事でご家族の意向を優先せていたように思い、反省する機会になりました。

・認知症があってもなくてもご本人の意向が大事！

・認知症の人もそれ以外の人も変わらないと改めて感じることができた

・認知症の方の意思決定支援は、プロセスで考える、という視点を学べたことは、認知症の方への理解をより深めることにつながりました。

・チームで関わって行く事を再認識しました。

・意志決定を支援するプロセスの必要性を学べて良かった

・自身で意思決定が出来ない人へ関わる事は、日々の支援の中で多いためチームでの連携の重要さなど大変参考になった。

その他

・自身のステップアップになった

・私にとってとても新しい視点で考えるきっかけとなりました。

・今後の支援に活かせる

・普段の業務の確認が出来て良かった

・今一度、自分の仕事を振り返る事が出来ました。（2名）

・みんなから、話しを聞き出す事ができて時間もいい様にできた。



研修の内容をどのように業務で活用していきますか。　（49件の回答）

本人・家族の意思を尊重する支援

・本人と家族の意向に相違があるときに参考にしたい。　（2名）

・家族だけでなく本人の意思を尊重できるよう丁寧に関わりたい。

・家族の意見を聞くことも重要ですが、本人の気持ちや希望をしっかり確認したいです。

・認知症の方はもちろん、家族の意見に偏らずご本人の思いを大切にしたい。（3名）

・本人、家族にあった提案をする。

・関わりの中でさらに意思決定という点を意識し、研修内容の実践。

・意思決定ができるような支援を心がけるために意思形成、意思表明、意思実現の3要素を意識していこうと思います。

研修内容の職場・チームへの共有

・今回の研修内容を同僚にも共有する。

・事業所内で共有し、現場に活かす。　（2名）

・職場で研修内容をお伝えします。

・事業所で報告会を行うフィードバックを行います。

・事業所内研修で活用する。

業務への活用

・日常のケアマネジメント支援に活かしたい。　（4名）

・インテーク、アセスメントやモニタリングでのガイドラインを活用する。　（4名）

・ケアプラン作成や担当者会議で活用する。　（3名）

・面談・患者との対話が必要な相談業務時に活かす　（3名）

・グループワークで本人や家族、関係機関との連携の取り方や意志決定を導けるような工夫、援助方法を知ることができたので業務に活かしたい。

・声かけや説明方法など、この対応はいいなと思った事は、活用していきたいと思います。

・利用者との関わりの中で視点を変えてその人をみてケアプランにいかしたい

・アボケイト的役割とファシリテーター的役割どちらかを担うケアマネであるようにその人に応じた支援をしていきたい。

・アセ今回確認したことなど整理して、視野を広げて活用したい

・アセスメントの大切さを実感しました。

・今日頂いたアイデア、方法を取り入れて行きたいです。

・実践します。機会があれば。はい。　（3名）

認知症ケアへの応用

・認知症の方の対応に活かしたい。

・認知症の方の意思決定支援を行いたい。

・認知症の方との担当者会議やコミュニケーションに活用したい。

・認知症の人以外にも応用したい。　（2名）

・生活すべてに意思決定がされている。認知症の方の生活に意思が反映される支援を心がけたい。

チームアプローチの強化
・チームとして支援していくことに活用したい。

・担当者会議を含む他機関との連携

・チームアプローチで認知症の方の支援の意思決定支援を行いたい

今後、どんな研修テーマを希望しますか。また、興味・関心がある分野について教えてください。（13件の回答）

・ ターミナルについて

・ 後見人、生活保護などの件について

・ 後見人

・ 施設ケアマネと居宅ケアマネのお互いに知らない事を話し合える場があり、刺激し会えたらいいな

・ 業務におけるICT活用について。



・ 災害に備え、ケアマネジャーが何をできるかなど

・ 精神疾患、多職種協働、ACP、社会資源に関することなどに関心があります。

・ 精神疾患を持ってるかたのケアマネジメント等

・ 虐待　　　（2名）

・ 認知症の治療

・ 障害者に対しての支援の仕方など

・ なし

その他（県協会へのご意見・ご希望など）　（10件の回答）

・ なし

・ ありがとうございました

・ ありがとうございました。今後とも研修の予定をお願い致します。

・ 非会員にも手を差し伸べてありがとうございます

・ 平日開催の研修もいいかなと思います

・ オンラインでの研修を希望します。

・ このような、緊張しない研修が本当にありがたいです

・ 県協会の研修は、グループワークがあることで他のケアマネさんの知識や考え方を学ぶことができ、勉強になります。研修委員の方々、

これからも実りある研修の企画、よろしくお願いします。

・ 知識を深めたいと参加いているが。施設ケアマネは参加しにくく感じる

・ いつもありがとうございます。


